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　中央地区には、食品､石油､化学工業､機械金属関連

の企業が立地し、水深-6.5ｍの企業専用岸壁を始め、

公共の-2m～-12m岸壁が整備されています。

　なお、直轄事業として進められた「国際物流ターミナ

ル整備事業」による-12ｍ耐震強化岸壁への改良整備

が完了し、平成26年6月に供用開始するとともに、航路

等の浚渫が行われています。

　また、西部地区には、機械金属､石油化学工業関連

の企業が立地し、水深-6ｍの企業専用岸壁を始め、

公共の-5.5ｍ岸壁が整備されています。

　当葛南港区の物流機能の拡充は、首都圏の物流基

地として重要な役割を担っております。

   葛南地域は、市川市、船橋市、浦安市の３市を指しま

すが、この地域はもともと漁業が盛んな地域で、首都圏

の「食の台所」的役割を担ってきました。

　 千葉港葛南港区は、この葛南地域から浦安市を除き習

志野市を加えた区域を所管区域としています。この港区

の水域面積は約4,000ha（千葉港全体 約24,800ha約１／

６）あり、海岸延長は約32km（千葉港全体 約133km　約１

／４）となっています。現在では、漁業と物流との共存共

栄が図られています。

   葛南港区は、 臨海部の埋立てと企業誘致で発展して

きた港湾です。 千葉港は、昭和40年に特定重要港湾（全

国23港）に指定され、その後、平成23年4月に国際拠点港

湾に改められました。

　地方港湾であった船橋・市川港は、昭和43年に千葉港

に編入され、千葉港の葛南港区として今日に至っていま

す。首都圏に隣接しており、背後に巨大な市場を有してい

ることから、外国貿易を含め、物流拠点としての立地条件

に恵まれています。

　なお､企業専用岸壁は7,237mと、岸壁全体の約58.4%を

占めています。

   ゼロメートル地帯である海岸背後地を高潮・津波に

よる浸水被害から防御するため､現在、船橋地区にお

いては水門・排水機場など海岸保全施設の耐震化に

必要な工事を行っています。

   また、船橋、日の出、栄、西浦の４ヶ所の水門・排水

機場では、定期的な保守点検を実施するとともに、異

常潮位や台風時の高潮等の被害を未然に防止するた

め、速やかな水門の開閉、排水機場のポンプ操作によ

り、万全を期しております。

   葛南港区は、東部地区・中央地区・西部地区の３ブロッ

クに区分されます。

   東部地区には、京葉食品ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ､冷凍食品の卸売団

地、自動車及び製紙産業等が立地し､水深-12ｍの企業

専用岸壁を始め、公共の-4ｍ～-7.5ｍ岸壁が整備されて

います。

船橋ボートパーク

市川埠頭

船橋中央埠頭

船橋東埠頭

江戸川 真間川

海老川

谷津干潟

三番瀬

船

橋

航

路

市

川

航

路

葛南港湾事務所

葛南港湾事務所

中央支所

葛南東部地区

葛南中央地区

葛南西部地区

船橋港親水公園

日の出埠頭



隻数 総ﾄﾝ数 隻数 総ﾄﾝ数 隻数 総ﾄﾝ数

平成28年 11,693 11,549 1,040 3,559 10,653 7,990

平成29年 11,541 11,070 928 3,011 10,613 8,059

平成30年 11,205 11,104 795 3,162 10,410 7,942

前 年 比 97.1% 100.3% 85.7% 105.0% 98.1% 98.5%

●総計

計 輸　出 輸　入 計 移　出

平成28年 15,706 2,684 1,300 1,384 13,022 3,733

平成29年 16,696 3,212 1,298 1,914 13,484 4,081

平成30年 15,353 2,862 1,492 1,370 12,491 3,722

前 年 比 92.0% 89.1% 114.9% 71.6% 92.6% 91.2%

   そして、総トン数では11,104千総トンで、うち外航船は、    そして、 その貨物の主なものは、 金属機械工業品

●入港船舶数 ●貨物取扱量

   平成３０年における葛南港区の入港船舶隻数は ､    平成30年の貨物取扱量は、 15,353千トンで、 うち

11,205隻で、うち外航船は 795隻、内航船は10,410隻 外貿貨物は2,862千トン、 内貿貨物は12,491千トンと

となっています。 なっています。

3,162千総トン、内航船は7,942千総トンとなっています。 （ 鋼材 ・輸送機械等 ）62％、 化学工業品（ 石油製品

セメント・化学薬品等 ）18％、特殊品（金属くず・廃土砂 

等）12％、鉱産品（砂利・砂・石材等）8％等の貨物の

取扱いとなっています。

区分

海上出入貨物外貿内貿別構成比

8,769

（単位：隻・千総トン）

●貨物取扱量 海上出入貨物主要品種別構成比

総　　　計 外　航　船 内　航　船

（単位：千トン）

93.3%

●入港船舶

　●輸出貨物構成比　　　　　　●輸入貨物構成比　　　　　●移出貨物構成比　　　　　　●移入貨物構成比

区分 総計

外　貿　貨　物 内　貿　貨　物
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